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日本の幼児の運動靴の選定基準は、機能性よりも子どもの好みや流行、デザイン，価格の安さが重視

される傾向にある 1)ことが指摘されています。さらに、足に合わない靴を履いたり、履き方が間違って

いることで、足の痛みや変形の原因となり、病院を受診する例 2)が報告されています。 

日本の幼児は、戸外での生活時間の大部分を運動靴で過ごすため、幼児体育指導の場面で靴の指導を

する機会は多いと思います。しかし、日本には靴に関する教育制度がありません。つまり、指導者の皆

さんが具体的な知識を学ぶ場がないため、個人的な知識や経験に基づいた指導をせざるを得ない状況だ

と思います。 

この分科会では、幼児のための望ましい靴行動実践のための方策として、シューエデュケーションⓇ

についてお知らせします。シューエデュケーションⓇとは、人間工学に基づいた正しい靴の選び方、靴

の機能性を最大限に生かす足の健康を守る正しい履き方の２つの教育内容からなる、今までの日本には

なかった新しい教育理論です。その効果として、足の痛みや変形などの障害の予防と、運動時の傷害・

緊急時の事故を未然に防ぐことなどが挙げられます。 

参加者の皆さんが普段、疑問に思ったり、困っている幼児の運動靴に関する事例をお出しいただき、

解決方法や、防止方法について考え合いたいと思います。多くの方のご参加をお待ちしております。 
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